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赤
道
直
下
食
糧
確
保
の
労
苦 

長
野
県 

 

吉 

田 

敏 

久 
 
 

  

私
の
住
む
長
野
県
は
本
州
屈
指
の
長
大
県
で
す
。
四
周

に
が蛾
が々

た
る
大
山
岳
を
有
し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア

ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
木
曽
山
脈
な
ど
富
士
山
に
次
ぐ

名
高
い
山
が
多
く
、
峻
険
な
上
に
荘
厳
さ
を
兼
ね
備
え
た

山
脈
で
す
。 

 

そ
の
中
心
部
は
、
遠
く
南
の
遠
州
灘
へ
流
れ
出
る
、
暴

れ
大
河
と
い
わ
れ
る
「
天
竜
川
」
が
流
れ
、
そ
の
源
は
「
諏

訪
湖
」
に
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
諏
訪
の
湖
水
も
一
年
で

一
番
寒
い
時
に
氷
結
し
ま
す
。
一
本
の
氷
上
路
が
湖
面
を

走
り
、
上
諏
訪
神
社
と
下
諏
訪
神
社
の
「
御
祭
神
」（
雄
神

様
と
雌
神
様
）
が
お
出
会
い
と
か
。
大
昔
か
ら
「
御
神
渡

り
」
の
神
事
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
子
供
の
頃
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
大
恐
慌
時
代

で
し
た
。
い
づ
こ
も
同
じ
く
貧
し
い
家
庭
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
反
面
、
子
宝
に
恵
ま
れ
て
、
大
家
族
の
家
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
我
が
家
も
祖
父
母
と
両
親
、
子
供
は
男
子

四
人
、
女
子
一
人
の
五
人
兄
弟
で
、
私
は
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
九
人
の
大
家
族
で
し
た
。
貧
し
く
と
も
仲

良
く
楽
し
く
、
常
に
笑
い
声
の
あ
る
家
は
自
然
に
幸
福
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

生
活
は
農
業
で
、
田
地
六
反
歩
（
自
作
農
）、
畑
も
自
作

で
四
反
か
五
反
有
り
ま
し
た
。
米
と
麦
が
主
要
産
物
で
、

副
業
と
し
て
養
蚕
（
蚕
糸
業
）
を
し
て
お
り
、
一
年
に
春

蚕
、
夏
蚕
、
初
秋
産
蚕
、
晩
秋
産
蚕
と
四
回
、
桑
の
木
の

葉
摘
み
を
競
走
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
最
盛
期
は
大

変
で
し
た
。
一
齢
期
、
二
齢
期
、
養
蚕
作
業
で
占
有
す
る

場
所
も
狭
い
の
で
す
が
、
四
齢
期
、
五
齢
期
と
繭
作
り
の

時
に
は
家
蚕
の
主
要
部
分
は
、
全
部
「
蚕
様
」
に
占
有
さ

れ
、
家
の
者
は
納
戸
一
間
と
炊
事
場
に
い
る
く
ら
い
で
し

た
。
こ
れ
が
当
時
の
普
通
の
農
家
の
実
態
で
し
た
。 

 

ま
た
「
牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
」
と
云
う
諺
が
あ

り
ま
す
が
、
昔
・
姑
と
嫁
の
仲
が
悪
く
て
、
何
か
に
つ
け

て
、
姑
が
嫁
を
苦
し
め
る
姿
は
、
ま
る
で
鬼
婆
の
ご
と
し

だ
っ
た
と
か
。
嫁
の
可
愛
が
っ
て
い
た
牛
が
「
老
婆
を
引
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っ
張
っ
て
善
光
寺
さ
ん
へ
参
詣
さ
せ
た
」
と
い
う
話
で
「
御

仏
は
人
間
だ
け
で
な
く
御
心
は
動
物
に
も
通
じ
た
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

 

我
が
家
に
関
し
て
は
、
近
隣
の
人
達
が
不
思
議
が
る
ほ

ど
家
庭
内
は
円
満
で
し
た
。
そ
の
要
素
は
、
祖
母
と
母
が

実
に
仲
良
く
、
実
の
親
子
で
も
、
こ
の
よ
う
に
は
ゆ
か
ぬ

と
他
人
様
が
驚
嘆
す
る
有
様
で
し
た
。
そ
の
祖
母
が
ふ
と

し
た
病
気
で
不
帰
の
客
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
家
の
重
鎮

だ
っ
た
祖
母
の
急
逝
は
、
祖
父
や
父
親
以
上
に
母
親
に
は

大
打
撃
で
し
た
と
子
供
心
に
も
思
い
ま
し
た
。
私
も
弟
や

妹
の
面
倒
を
見
な
が
ら
家
業
を
一
生
懸
命
手
伝
い
、
小
学

校
も
高
等
科
ま
で
卒
業
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
引
き
続
き
農
業
に
精
励
す
る
傍
ら
義
務
化
さ

れ
た
青
年
学
校
へ
登
校
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
は

全
員
顔
見
知
り
の
友
達
で
す
。
教
官
は
退
役
将
校
と
予
備

役
の
軍
曹
で
除
隊
し
た
下
士
官
達
で
し
た
。
授
業
は
一
週

間
に
三
日
登
校
で
、
「
朝
学
」
と
云
っ
て
朝
六
時
か
ら
八
時

ま
で
の
二
時
間
授
業
で
し
た
。
百
人
ほ
ど
の
生
徒
を
年
齢

別
に
前
組
、
後
組
に
分
け
ら
れ
、
自
分
は
前
組
で
教
官
の

指
導
時
間
に
は
特
に
注
意
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
青
雲
の

気
概
燃
え
る
多
感
な
十
七
、
八
歳
の
人
間
最
盛
育
期
の
教

育
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
最
大
の
意
義
を
、
今
八
十
歳
に
し

て
悟
っ
て
い
る
訳
で
す
。 

 

教
官
の
第
一
番
の
勉
強
指
示
は
「
五
カ
条
」
の
暗
記
。

「
戦
陣
訓
」
は
余
力
が
あ
っ
た
ら
学
ぶ
べ
し
。「
作
戦
要
務

令
」
は
、
全
兵
科
に
共
通
し
て
い
て
必
順
が
要
求
さ
れ
る

か
ら
充
分
・
眼
を
通
し
て
理
解
せ
よ
、
等
で
し
た
。
ま
た

各
兵
科
の
「
操
典
」
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
科
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
作
戦
、
戦
捷
上
必
要
で
あ
る
か
ら
眼
を
通
し
て
お
く

の
も
良
い
が
、
「
歩
兵
操
典
」
が
中
心
だ
と
思
う
。
そ
の
他

の
「
典
範
令
」
及
び
「
刑
法
懲
罰
令
」
等
も
時
間
の
許
す

範
囲
で
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
特
殊
な
事
柄
（
特
業
）
が
出
来
る
人
は
「
そ
れ
を

申
告
せ
よ
」
で
し
た
の
で
、
私
は
「
珠
算
と
簿
記
が
好
き

で
す
」
と
申
告
し
た
ら
「
軍
隊
に
も
主
計
は
必
要
業
務
で

あ
る
か
ら
充
分
勉
強
せ
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

一
方
、
下
士
官
組
で
の
勉
強
は
、
徒
歩
訓
練
に
始
ま
り
、

第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
と
各
匍
匐
訓
練
で
、
頭
を
低
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く
し
て
早
く
進
む
。
そ
の
次
は
「
三
八
式
歩
兵
銃
の
取
り

扱
い
で
分
解
清
掃
、
そ
の
他
各
種
装
具
の
取
り
扱
い
や
注

意
事
項
等
々
で
し
た
。
一
番
の
難
物
は
大
声
を
出
す
「
号

令
調
整
」
で
し
た
。
大
き
い
声
と
は
怒
鳴
る
の
で
は
な
く
、

下
腹
に
力
を
入
れ
「
臍
下
丹
田
」
で
発
生
す
る
こ
と
で
す
。 

 

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
徴
集
の
徴
兵
検
査
が
有
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
十
五
年
八
月
頃
で
し
た
。
見
事
甲

種
合
格
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

数
日
後
、
役
所
か
ら
通
知
が
あ
り
、「
昭
和
十
六
年
一
月

十
日
、
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
に
入
隊
す
べ
し
」
で
し
た
。

「
一
月
十
日
に
は
郷
土
の
た
め
に
も
充
分
身
体
に
注
意
し

て
入
営
し
て
下
さ
い
」
で
、
役
所
の
全
員
か
ら
祝
福
の
言

葉
と
万
雷
の
拍
手
で
送
ら
れ
、
家
に
お
い
て
は
親
族
や
近

隣
の
人
々
が
並
ん
で
送
ら
れ
て
出
征
、
入
営
し
ま
し
た
。 

 

近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
（
別
称 

東
部
第
二
大
隊
）
の
自

分
た
ち
同
期
同
年
兵
は
総
員
百
六
十
人
、
教
育
係
将
校
は

中
隊
長
級
の
中
尉
一
人
、
教
育
担
当
下
士
官
と
し
て
軍
曹

が
各
中
隊
一
人
、
教
育
係
助
手
は
古
参
上
等
兵
二
人
で
し

た
。
四
個
中
隊
に
四
十
人
宛
配
分
さ
れ
、
各
小
隊
か
分
隊

に
五
、
六
人
の
単
位
で
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
の
午
前

（
前
段
）、
午
後
（
後
段
）
と
二
回
に
分
け
同
年
兵
集
合
教

育
で
し
た
。
第
一
期
の
検
閲
終
了
ま
で
、
こ
の
集
合
教
育

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

自
分
は
生
来
頑
健
だ
っ
た
上
に
青
年
学
校
教
育
で
す
べ

て
充
分
体
得
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
た
え
ず
優
秀
な
成
績

で
し
た
。
た
だ
し
夕
食
後
の
内
務
班
教
育
は
無
茶
苦
茶
な

「
い
じ
め
」
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
的
制
裁
が
厳
し
か
っ

た
た
め
に
不
慮
の
事
故
が
多
発
し
て
い
た
結
果
、
各
地
の

司
令
官
名
に
て
教
育
の
美
名
に
隠
れ
て
行
う
「
私
的
制
裁

厳
禁
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

内
務
班
・
初
年
兵
教
育
・
第
五
カ
条 

 

第
一 

早
め
し
・
早
が
け
・
早
ぐ
そ 

 

第
二 

軍
隊
は
「
メ
ン
コ
の
数
」
食
事
の
事
で
、
長
年 

 
 

 
 

勤
務
し
た
者
が
一
番
偉
い 

 

第
三 

要
領
を
旨
と
す
べ
し
、
員
数
の
確
保 

 
第
四 

地
方
弁
不
使
用
。
大
声
の
軍
隊
語
で
話
す
る 

 
第
五 

兵
器
、
衣
服
は
陛
下
か
ら
の
預
か
り
物
だ
。
兵 

 
 

 
 

隊
は
一
銭
五
厘
（
ハ
ガ
キ
一
枚
）
の
消
耗
品
だ 
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と
心
得
よ 

 

右
の
五
ヶ
条
は
、
初
年
兵
の
最
大
厳
守
事
項
で
し
た
。 

 

夕
食
後
は
各
班
の
初
年
兵
は
い
じ
め
や
い
び
り
の
対
象

者
と
し
て
、
各
班
（
分
隊
）
の
古
年
次
兵
出
来
の
悪
い
の

が
、
悪
知
恵
を
働
か
せ
て
競
走
で
や
り
だ
し
ま
し
た
。 

 

第
一
期
の
検
閲
後
に
、
幹
部
候
補
生
試
験
や
下
士
官
候

補
生
試
験
を
受
験
し
た
者
は
、
半
年
余
り
学
校
へ
行
き
、

帰
っ
て
来
る
と
見
習
士
官
や
下
士
官
勤
務
者
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
今
の
間
に
苦
し
め
て
お
け
と
、
一
層
激
し
く
な

っ
た
も
の
で
す
。
一
番
苦
し
い
の
は
「
対
抗
ビ
ン
タ
」
で

し
た
。
二
人
ず
つ
対
面
で
直
立
さ
せ
て
交
互
に
叩
き
合
う

こ
と
で
、
共
に
手
加
減
す
る
と
「
馬
鹿
者
」
と
怒
鳴
っ
て

力
一
杯
叩
き
合
わ
せ
る
の
で
す
。
共
に
戦
友
に
心
で
謝
り

な
が
ら
叩
き
合
っ
た
も
の
で
、
一
番
卑
怯
な
方
法
で
し
た
。 

 

ほ
か
に
も
「
ミ
ン
ミ
ン
」「
自
転
車
こ
ぎ
」
「
オ
イ
ラ
ン

道
中
」
「
三
八
式
歩
兵
銃
殿
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
期
の
検
閲
が
真
近
に
な
り
、
各
候
補
生
は
試
験
準

備
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
一
般
兵
科
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特

業
（
特
別
任
務
の
業
務
）
で
喇
叭
手
、
衛
生
兵
、
縫
工
、

電
工
、
靴
工
、
機
工
な
ど
が
あ
り
、
全
業
種
が
賄
え
る
ご

と
く
本
職
業
務
以
外
に
取
得
し
ま
し
た
。
特
別
に
軽
機
関

銃
手
や
狙
撃
手
は
日
常
訓
練
以
上
に
鍛
錬
さ
れ
ま
し
た
。 

 

自
分
は
第
一
期
の
検
閲
終
了
と
同
時
に
、
昭
和
十
六
年

七
月
に
待
望
の
主
計
下
士
官
試
験
に
合
格
し
、
下
士
官
経

理
専
門
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
青
年
学
校
で
簿

記
と
珠
算
を
や
っ
て
た
お
陰
で
す
。
昭
和
十
七
年
三
月
に

同
経
理
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
現
隊
に
復
帰
し
ま
し
た
。

陸
軍
主
計
伍
長
の
階
級
章
が
眩
し
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
同
四
月
一
日
付
に
て
、
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
本
部

経
理
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
現
役
二
カ
年
勤

務
。
予
備
役
編
入
の
通
知
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

戦
雲
は
急
を
告
げ
、
逐
次
陸
軍
も
海
軍
も
大
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
、
南
方
戦
線
へ
第
二
軍
野

戦
貨
物
廠
編
成
で
大
動
員
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
も
長
い

間
、
横
浜
に
て
補
留
勤
務
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
志

願
し
て
そ
の
野
戦
貨
物
廠
へ
転
属
し
ま
し
た
。
一
路
下
関

へ
列
車
は
走
り
、
博
多
の
港
に
は
幾
十
隻
も
の
輸
送
船
が

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
自
分
達
の
貨
物
廠
も
編
成
替
え
を
し
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て
、
各
々
別
々
の
船
舶
に
乗
船
し
ま
し
た
。
各
主
計
責
任

者
は
当
番
兵
を
二
人
を
連
れ
て
、
本
部
乗
船
の
船
舶
へ
出

頭
し
主
計
大
佐
の
命
を
待
ち
ま
し
た
。 

 

重
要
書
類
等
運
搬
用
金
庫
が
五
、
六
個
机
の
上
に
有
り

ま
し
た
。
主
計
大
佐
は
「
こ
の
金
庫
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十

万
円
入
っ
て
い
る
。
各
代
表
は
受
領
書
を
書
き
引
き
取
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
に
一
カ
所
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
万
一
に
備
え
て
の
安
全
な
方
法
を
と

っ
た
の
で
す
。
内
容
は
、
一
円
、
拾
円
、
百
円
の
三
種
類

の
金
種
で
し
た
。
現
在
の
貨
幣
価
値
と
は
大
き
く
異
な
る

た
め
に
、
今
一
つ
実
感
が
沸
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
自
分

達
に
は
大
金
で
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
三
月
、
多
く
の
輸
送
船
団
が
門
司
港
を
出

港
し
ま
し
た
。
「
嗚
呼
、
堂
々
の
輸
送
船
団
」
で
す
。
前
後

左
右
を
駆
逐
艦
や
海
防
艦
が
敵
潜
水
艦
警
戒
の
た
め
に
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
船
上
に
は
甲
板
上
に
各
火
砲
、
重

機
関
銃
な
ど
を
据
え
付
け
、
敵
艦
や
飛
行
機
に
対
し
て
警

戒
し
て
い
ま
し
た
。
東
支
那
海
を
通
り
台
湾
の
高
雄
に
寄

港
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
南
支
那
海
か
ら
比
島
寄
り
に
船
は

走
り
、
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
に
到
着
し
ま
し
た
。
諸
物
資
を
揚

陸
後
、
船
舶
は
一
目
散
に
日
本
へ
帰
り
ま
し
た
。 

 

約
一
カ
月
間
、
毎
日
金
庫
を
枕
に
し
て
寝
る
始
末
で
し

た
。
本
部
事
務
の
「
功
績
・
陣
中
日
誌
」
係
と
同
様
の
事

務
で
し
た
。
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
で
は
揚
陸
物
資
が
豊
富
な
た
め

に
、
少
し
手
綱
を
ゆ
る
め
て
贅
沢
を
兵
隊
さ
ん
に
さ
せ
ま

し
た
。 

 

そ
の
内
、
米
英
と
印
・
蘭
・
豪
等
の
連
合
軍
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
に
大
攻
撃
を
加
え
て
来
ま

し
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
に
は
、
我
が
隊
は
赤
道
直
下
か

ら
南
方
へ
、
セ
レ
ベ
ス
島
に
移
動
し
ま
し
た
。
貯
蔵
物
資

も
少
な
く
な
り
、
自
給
自
足
で
食
料
品
を
調
達
す
る
こ
と

が
全
軍
に
布
告
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

 

自
分
達
は
現
金
を
五
万
円
ほ
ど
持
参
し
て
、
奥
地
の
原

住
民
の
住
む
村
に
行
っ
て
、
食
料
購
入
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
現
地
人
は
日
本
軍
の
旗
色
の
悪
い
の
を
知
り

「
タ
ロ
イ
モ
や
キ
ヤ
サ
バ
は
現
地
人
の
主
食
で
す
。
日
本

軍
の
軍
票
（
紙
幣
）
は
た
だ
の
紙
切
れ
だ
」
と
云
っ
て
イ

モ
の
一
つ
も
売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
翌
日
か
ら
は
作
戦
を
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立
て
、
貴
重
な
日
本
米
を
飯
盒
一
杯
に
炊
き
上
げ
て
、
現

地
人
に
一
口
宛
配
給
し
、「
昨
夜
、
日
本
海
軍
が
潜
水
艦
で

日
本
食
糧
を
運
ん
で
来
た
。
日
本
の
米
だ
。
一
口
ず
つ
食

っ
て
見
よ
。
今
に
日
本
軍
が
食
糧
を
飛
行
機
で
輸
送
し
て

来
る
。
そ
れ
ま
で
に
タ
ロ
イ
モ
や
キ
ヤ
サ
バ
を
譲
り
受
け

た
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
十
キ
ロ
が
一
万
円
位
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

私
の
軍
隊
生
活
も
五
カ
年
半
で
一
番
の
労
苦
は
赤
道
直

下
で
の
食
料
調
達
で
し
た
。
ま
た
連
合
軍
の
空
襲
時
に
退

避
す
る
間
も
な
く
、
超
低
空
飛
行
で
機
銃
掃
射
を
受
け
た

時
で
し
た
。
隣
に
伏
せ
て
い
た
兵
隊
が
「
や
ら
れ
た
」
と

云
っ
て
大
き
な
声
を
出
し
ま
し
た
。
衛
生
兵
が
飛
ん
で
来

て
大
腿
部
か
ら
膝
頭
ま
で
機
関
砲
弾
の
直
撃
で
皮
膚
が
破

れ
て
垂
れ
下
が
り
、
肉
は
散
り
、
真
赤
に
血
潮
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
衛
生
兵
が
「
少
し
辛
抱
し
て
下
さ
い
」
と
云

っ
て
彼
の
裂
傷
部
分
に
自
分
の
小
便
を
振
り
掛
け
る
と
い

う
、
緊
急
時
の
最
高
の
消
毒
法
だ
そ
う
で
し
た
。 

肉
を

引
上
げ
皮
膚
を
引
っ
張
り
上
げ
て
三
角
布
や
包
帯
で
急
造

の
介
護
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
兵
士
の
そ
の
後
の

消
息
は
不
明
で
す
。 

 

自
分
達
は
セ
レ
ベ
ス
島
を
移
動
し
な
が
ら
食
料
収
集
に

全
力
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
地
方
の
風
土
病
や
マ

ラ
リ
ヤ
に
罹
り
、
次
か
ら
次
と
倒
れ
て
い
き
ま
し
た
。
野

戦
病
院
も
満
員
で
し
た
。
自
分
達
野
戦
貨
物
廠
と
は
名
ば

か
り
で
、
貨
物
即
ち
「
食
料
」
一
切
無
し
で
、
自
給
自
足

で
し
た
。
自
生
の
バ
ナ
ナ
や
野
草
を
噛
り
な
が
ら
生
命
を

つ
な
い
だ
結
果
、
四
十
万
円
の
軍
票
が
二
百
キ
ロ
の
芋
と

な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
も
、
二
、
三
日
後
に

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
軍
に
よ
る
武
装
解
除
も
無
事
終

わ
っ
て
、
敵
軍
か
ら
の
食
料
で
生
き
還
っ
た
有
様
で
し
た
。 

 

軍
人
の
み
一
カ
所
に
集
合
さ
せ
ら
れ
、
多
く
の
部
隊
の

兵
士
が
集
ま
り
ま
し
た
。
将
校
は
別
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
邦
人
や
従
軍
看
護
婦
さ
ん
は
特
別
施
設
に
収
容
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
達
も
朝
昼
と
夕
食
時
の
三
度
、
コ
ッ
プ
一

杯
の
「
お
粥
」
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
三
週
間
ぐ
ら

い
し
た
時
に
作
業
隊
を
編
成
さ
れ
て
野
外
の
道
路
等
の
作

業
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 
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二
、
三
カ
月
経
過
し
た
頃
、
望
郷
の
念
を
慰
や
し
、
さ

さ
や
か
な
気
晴
ら
し
に
で
も
な
れ
ば
と
、
一
部
音
楽
好
き

な
連
中
が
連
合
軍
に
交
渉
し
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
ギ
タ

ー
等
を
借
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
み
ん
な
日
曜
日
の
夜
に

椰
子
の
木
陰
に
ド
ラ
ム
缶
の
舞
台
を
作
り
、
今
で
云
う
の

ど
自
慢
で
す
。
喜
ん
で
歌
う
者
、
聞
き
入
れ
る
者
が
お
り

大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
敗
戦
で
も
戦

時
中
の
「
戦
友
」
、
「
麦
と
兵
隊
」
「
梅
と
兵
隊
」
「
同
期
の

桜
」
「
月
月
火
水
木
金
金
」
「
ラ
バ
ウ
ル
小
唄
」
「
上
海
だ

よ
り
」
「
暁
に
祈
る
」
「
露
営
の
歌
」
「
空
の
勇
士
」「
旅
姿

三
人
男
」「
伊
那
の
勘
太
郎
月
夜
唄
」
な
ど
の
歌
が
多
く
歌

わ
れ
ま
し
た
。 

 

別
の
収
容
所
か
ら
も
ジ
ー
プ
で
来
た
、
大
和
撫
子
の
従

軍
看
護
婦
さ
ん
六
、
七
人
が
舞
台
に
「
白
衣
の
姿
」
で
立

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
白
衣
は
鮮
血
や
血
濃
に
染
ま
っ
て
「
黄

土
色
」
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

「
婦
人
従
軍
歌
」 

 

一
、
火
筒
の
ひ
び
き
遠
ざ
か
り 

 
 

 

跡
に
は
虫
も
こ
え
た
て
ず 

 
 

 

吹
き
立
つ
風
は
な
ま
ぐ
ざ
く 

 
 

 

く
れ
な
い
染
め
し
草
の
色 

二
、
三
、
四
、
五
、
六
番
と
聞
く
内
に
兵
隊
さ
ん
は
、
全

員
あ
の
時
、
そ
の
時
を
思
い
起
し
て
「
沈
黙
」
で
し
た
。

次
い
で
故
郷
を
偲
び
な
が
ら
と
尋
常
小
学
校
唱
歌
「
ふ
る

さ
と
」
を
斉
唱
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

兎
追
い
し
あ
の
山
、
小
鮒
釣
り
し
彼
の
川
…
… 

十
代
の
少
年
兵
士
も
三
十
代
の
髪
面
の
大
き
な
男
も
、
涙

と
鼻
水
で
顔
が
ぐ
じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
で
し
た
。
全
員
が
現
実
を

少
し
放
れ
て
心
は
故
郷
へ
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
良
き
演
芸

会
で
し
た
。
以
来
毎
週
日
曜
日
に
は
歌
や
軽
演
劇
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

か
く
し
て
昭
和
二
十
一
年
、
逐
次
、
復
員
船
が
出
て
、

第
一
船
は
将
校
団
と
在
留
邦
人
と
看
護
婦
さ
ん
達
で
し
た
。

第
二
次
ま
で
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
、
流
言

蜚
語
が
飛
び
、
元
気
な
男
性
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ア

メ
リ
カ
の
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
で
木
材
伐
採
作
業
に
連
行
さ
れ

る
ぞ
」
な
ど
と
の
噂
が
流
れ
ま
し
た
。 

 

丁
度
そ
の
頃
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
二
世
が
来
て
、
今
東
京
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で
は
「
林
檎
の
歌
」
が
流
行
し
て
い
ま
す
よ
と
言
っ
て
、

下
手
な
日
本
語
で
歌
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
第
三
便
に
乗
船
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
、
和

歌
山
県
田
辺
港
に
上
陸
、
復
員
し
ま
し
た
。
五
年
六
カ
月

の
軍
務
終
了
し
、
故
郷
の
信
州
へ
帰
り
ま
し
た
。 

想
い
出
を
た
ど
っ
て 

 

私
の
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
戦
記 

福
島
県 

 

五
十
嵐 

正 

幸 
 

 

  
 

 

―
私
の
軍
歴
― 

 

昭
和
十
七
年 

 
 

 
 

八
月 

 
 

 
 

徴
兵
検
査
第
二
乙
種
合
格 

 
 

 

十
二
月 

 

一
日 

第
十
二
航
空
教
育
隊
に
応
召 

 

昭
和
十
八
年 

 
 

 
 

三
月 

 
 

 
 

第
百
四
戦
隊
へ
転
属 

 
 

 
 

四
月 

 
 

 
 

第
一
航
空
路
部
転
属
要
員 

 
 

 
 

四
月 

十
二
日 

広
島
へ
向
け
て
水
戸
出
発 

 
 

 
 

四
月
二
十
九
日 

宇
品
出
航 

 
 

 
 

五
月 

十
六
日 

マ
ニ
ラ
上
陸 

 
 

 
 

五
月
二
十
五
日 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
陸 

 
 

 
 

六
月 

 

八
日 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
航 

 
 

 
 

六
月 

十
八
日 

ス
ラ
バ
ヤ
上
陸 

 

昭
和
十
九
年 


